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撤
去
直
前
に
全
焼

元
工
学
部
鉱
山
・治
金
学
教
室

去
るア
月
一日の
午
後
零
時
四
十
分
ご

ろ
本
部時
計
台
東
隣
り
の
元
鉱
山
・治

金
学
教
塾
二階
実
験
室
天
井
行
込
か
ら

出
火
、
出
火
と
同時
に布
内
の
各
消
防

卒
和
運
動
再
生
め
ざ
す

デ
モ
十

一
人

の

逮
捕
者
出
す

広
島
で開
か
れ
た原
水
楼
大
会
は
分
裂
、
混
乱
の終
木的
状
態
に
落
入
った
が
こ
れ
に
対
し
て、
全
国
五
十
二
大
学
の
学
生
五
百
人
が
参
加
し
て

ら
し
い
平
和
運動
を起
そう
と
「全
国
学
生
反
戦
集会
」
を
開
き
、
初
の
全
国
的
な
統
一榮会
と
な
った
。
(詳
細
は
二
面
に
)

京
都府
学
連、
東
京都
学
連
、
マル

同
中
核
派
、牡
青
同
など
の参
淵に
よ

る
全
国
学
生
反戦
集会
が八
月
五
日
午

前
十
時
か
ら
広
島
市
労
働
会
館
に
於

て
、
五
十
二大
学
、
百三
十
五
自
治
会

五
百
人
の学
生
を
結
集し
て行
な
わ
れ

た
。
社
学
同
と
マ
ル学
同
(中
核
派
)

と
の
統
一集
会は
第
十
九
回
全
学
連
大

会
以
来
の
こと
であ
り、
集
会
は
た
い

し
た
混
乱
なし
に
一応
の成
功
を
収
め

た
。窩

瀬府
学
捌萎
員
長
の基
調
報
告
、

塩
見
君
(京
大
文
学
部
)
の
総
括
な
ど

に
続
い
て、
内
外
の
情勢
分
新
、
運
動

方
針
、原
水
禁
大
会
の評
価
な
ど
を
め

ぐ
っ
て
の討
論
が
、
各
派
の
間
に
行
な

わ
れ
た
。射
論
は
五時
頃
ま
で
行
な
わ

れ
そ
の後
た
だ
ち
に
〃共
同
ア
ピ
ー

ル
"
を万
場
一致
で採
択
し
、
九
月
十

三
日
の全
團
学
牛
統
一行
動
、
九
月
七

郵

豫
国自治会代表者会議
蕊

雛

灘

轟

六
日は
府
学
連
の
〃原
水
禁
大会

て
抗
議
集
会
を
開い
た
。

分
散
会
の
一つ
に
な
だ
れ
込
む
"と

}エ
マ
ル
学
同
解
放
派
は
五
日
の

いろ
第
一戦
術
が
原
水
禁
の
分裂
に
会
場
占
拠
、
お
よ
び
デ
モに
よ
り
六
名

よ
り不
可
能
に
な
っ
た
た
め
、八
丁
の
学
生
が
逮
捕
さ
れ、
六
日光
道
会
館

堀
から
平
和
公
園
に
郵
る
コ
ー
ス
を
で
独
自
の
集
会
を
も
った
。
ま
た
五

デ
モす
る
方
針
を
と
っ
た
。午
後
一
日
、
六
日
と
原
水
禁大
会
に力
を
注
い

時
三
十
分
頃
、
東
京
都
学
連
、
マ
ル
で
い
た
構
改
系
は
七
日光
道
会
館
で
立

同
中
核
派
の
学
生
ら
も
加
え
て
ぴ百

命
大
、
神
戸
大
、法
政
大
な
ど
二
百
五

名
が
抜
打
的
に
デ
モ
休
制
を
組
んだ

十
名
の
参
加
の
下
で
を国
学
生
平
和
集

が
、
す
ぐ
に
五
百
名
の
機
動
隊
に包

会
を
も
っ
た
。

囲
され
、
機
動
隊
の
は
げ
し
い実
力

な
お
、
逮
捕
され
た
学
友
に
、
そ
の

行
使
の
た
め
デ
モ
隊
は
わ
ず
か
二、

内
一人
は未
成
彗
の為
す
ぐ
に
釈
放
さ

三
百
溜
の
所
で
寸
断
さ
れ
、続
行
不

れ
、
塩
見
霜
ら
七名
は
九
日
夜
、
大
原

可
能
に
な
った
。
ζ
の
デ
モ
に
より

君
は
十
二
日朝
、
村
上
君
は
十
四
日

寓
瀬
泰
司
悪
(京
大
)
塩
見孝
也
君

朝
、
高
瀬
磐
は十
九
日
夜
そ
れ
ぞ
れ
釈

(京
大
)
村
上
次
郎
君
(京大
)大

放
さ
れ
た
。な
お
高
瀬
霜
は
デ
モ
の
指

譲

叢

藷

難

齋

して公安条例遠、̂で舞
さ

色
≡
…
藍
一溜§
一=一一一≡
=
≡
一≡
一一ロ≡
[=謹
=≡
§
彊
藝
一藍
「藷
§
一≡
昌§
…
=
一§
電
一一…
…
護
鵠5
一一§
=誓
一塁
冒琶
=
=一=呂≡
}=器
馴一噌
三
卿

学
長
選
挙
権
拡

大

を

要

求
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,

●職
組

要
望
書
を
手
渡
す

京
大職
組
では
学
艮
遡瀞
柘
の
拡
大
を

要
求
し
て、
八
月
↓
石
r,教
官に
ビ
ラ

を
配
布
U℃
十
九
日去
解制
度
委
第
一

小
鼠会
に対
し
て
次
の
台、'な
要
躍
轡

を
手渡
し
た
。

一、学
長
選
挙
に参
加
す
る
も
の
は

本学
に勤
務
し
、
研
究
・教
育
し
、

勉
汐す
る
冷
構
戊
員
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
二
、
そ
の
参
加
形
態
は
(イ

教
授
・助
教
授
。専
任
講師
・助
手

な
ど
の
教
富
の
間
に
は
、
学長
選
挙

参
加の
形
態
に
差
別
を
も
うけ
る
必

要
を
舘
め
な
い
(ロ
)教
官
以外
の

職
員
の
間
に
も
、
事
務富
・狡
官
・

事
務
員
・技
能
員
・用務
韻ハ・披
術

員
・そ
の
他
」
切
の職
風
の
間
に
は

職
頼
や
年
数
そ
の他
の理
由
で
区
別

を
す
る
べ
き
では
な
い
。

そ
の
理
由
と
し
て
(イ
)
大
学
の
二

つ
の
機能
で
あ
る研
究
と
教
育
と
は

単
に
教
授
だけ
によ
って
行
な
わ
れ

て
い
る
の
では
な
い
。
研
究
は
金
研

究
者
によ
っ
て行
な
わ
れ
て
い
る
し

教
育は
学
生
と
の
協
力
な
く
行
な
う

新

局
か
ら
二
十
五
台
の
消
防
車
が
出
動
し

て消
火
にあ
た
った
が
、
日
頃
の
日
照

り
のた
め
火
の
回
り
が
早
く
、
レ
ン
ガ

造
り
の
同教
室
】む
ね
約
千
八
十
平
万

メ
ー
ト
ル
を全
焼
し
て
午
後
一時
す
ぎ

消
え
た
。

焼
け
た
同
教
室は
、
明
治
三
十
年
九

月
竣
工
し
た
も
の
で本
学
でも
最
も

古
い
建
も
の
で
あ
っ
た
、
こ
のた

め
こ
の
ほ
ど
東
側
に
新
館
が
で
き
た

の
を
機
に
、
廃
館
に
な
り
二
日
か
ら

取
り
こ
わ
し
作
業
を
始
め
る
事
に
な

つて
い
た
。

損
害
に
つ
い
て
は
、
本
部
経
理
部
の
調

べ
に
k
る
と
約
七
百
万
円
で
撤
去
の
矢

先
の
導
で
実
害
は
な
ひ
っ
に
。

「
地
す
べ
り
総
合

研
究
会
」
発
足

佐
々
蟹
.一京
大
名
誉
教
授
が中
心
にな

っ
て
今
年
六
月
頃
か
ら
準
備
を
進め
て

来
た
「地
す
べ
り
総
ムn研
究会
」
が
こ

の
た
び
発
足
の
運
び
と
な
った
。会
長

に
は
佐
々
教
授
が
選
ば
れ
、
発起
人
公

に
は
京
大
か
ら
防
災
研
の
村
山朔
郎
教

授
、
農
学
部
の
遠
藤
隆
一教
授ら
が
加

わ
う
て
い
る
。
現
在
会
員
を
募集
し
て

西

イ
リ

ア
ン
探
検

へ

瀦

今
秋
か
ら
四
年
が
か
り

京
大
生
物
離
研
究
会
(会
畏
・芦
田
譲
治

理
学
部
教
授
)
は
今
秋
か
ら
四年
計
画

で
西
イ
リ
ア
ン
の
学
術
探
検を
行
な
う

こ
と
に
な
っ
た
。
探
検
の
目的
は
主
に

人
類
学
・地
質
学
の
見
地
から
完
全
な

り

未
開
地
帯
で
あ
る
ナ
ッ
ソ
ー山
脈
付
近

こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
機
能
は
、
全
職
員
の
有
機
的
活動

に
さ
さ
え
ら
れ
て
初
め
て
正
し
く
果

さ
れ
て
い
る
『
従
っ
て
、
本
学
の
運

営
には
単
に
教
授
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
以
外
の
層
を
も
積
極
的
に
参加
さ

せる
べき
で
あ
り
、
学
長
選挙
権
も

教
授
以
外
に
飛
躍
的
に
拡
大
す
べ
き

であ
る
(ロ
)
現
在
、
政府
の
諸政

策
に
よ
って
大
学
本
釆
の
機
能
は甚

だ
し
く
宮
さ
れ
よ
う
と
し
て
おり
、

広島市労働会館の会場

 

自
治
は
教
授
や職
員
、
学
生
の
区
別

な
く
、
全
学
の
あら
ゆ
る
力
を
結
集

し
て
守
ら
なけ
れ
ば
な
ら
な
い
と
き

・で
あ
る
。
学長
はそ
の
先
頭
に
立
つ

べ
き
人
と
し
て、
本
学
を
構
成
す
る

あ
ら
ゆ
る
人
々
の参
加の
も
と
に
選

ば
れ
、
そ
の
支持
を
う
け
て
い
る
必

要
が
あ
る
。

な
お
大
学
制度
委
では
九
月
初
め
に
学

長
選
挙
に
関
す
る問
題
点
を
と
り
ま
と

め
た
↓
本
委
員会
を
開
い
て
検
討
す
る

学
問
の
自
由
の
保
証
で
あ
る
大学
の
一ζ
と
に
な
っ
てい
る
。

「日
本
の
夜
と
霧
」
九
月

十
山ハ日
か
ら
脚般
舳公
薗
川

-

大
島
渚
監
督
の
「日
本
の
夜
と霧
」
の

京
都
ヒ
映
日
和
が
決
ま
った
。上
映
館

は
舐
園
公
飼
で
九
月
γ
六
日か
ら
で

あ
る
。
な
お
、同
館
で
は
一般
公
開
に

先
だ
ち
、
九
月
一
日午
後
七
階
半
か
ら

有
料
賦
写
会を
催
し
、
大
鳥
氏
の
講
演

も
行
な
わ
れる
予
定
。

を探
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
ル
ー

ト
の
開
発
、
原
住
民
と
の
交
渉
な
ど
予

備
的な
調
査
を
行
な
う
予
備
踏
査
隊
が

組織
さ
れ
た
が
、
先
遣
隊
(二
人
)
は

一一十
五
日
に京
都
を
発
ち
、
三
十
日
羽

田
か
ら
ジ
ャカ
ル
タ
に
向
か
う
。

踏
査
隊
は加
藤
泰
安
(∫
)氏
を
隊
長

に
学
士山
岳
会
員
、
山
岳
部
員
、
探

検
部
員
な
ど
で構
成
さ
れ
て
る
。
踏

査
本
隊は
十
月
上
旬
に
日
本
を
発
ち

十

一月
に現
地
に
着
き
来
年
展
の
学

術
探
検
隊
本
隊
の
た
め
に
予
備
調
査

を
口
的
と
し
て
い
る
が
、
イ
リ
ラ
ン

の
最
為
峰
ス
カ
ル
ノ
峰
(五
、
Q
二

〇
摺
)
の
初
脊
頂
も
目
指
す
。

現
地
は
ま
だ
地
図
も
な
い
ジ
ャ
ング
ル

地
帯
で
、
現
住
民
も
石
器
時
代
の段
階

と
い
わ
れ
て
お
り
、
募

り
の
習
慣
も

残
って
い
る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、万

一の
場
合
を
警
戒
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

政
府
に
軍
隊
の
漢
衛
を
依
頼
す
る
ほ
ど

文
亨
通
り
〃身
を
は
っ
て
"
の探
検
に

な
る
も
よ
う
。
な
お
、
こ
の
西
イ
リア

ン
学
術
探
検
は
か
っ
て
、
京
人探
検
地

理
学
会
が
一九
内
Q
年
に
訓
画
した
こ

と
が
あ
り
、
二
十
余
外
ぷ
り
こ
の
一帯

が
西
イ
タ
リ
ア
ン
と
し
て
イ
ント
ネ
シ

ア
共
和
国
領
に
な
っ
た
の
を機
会
に初

め
て
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。

府学連

学
連
再
建
を
討
議

九
月
冒
頭
に
定
期
大
会

京
都
府
学
連
第
十
六
画
定
期
大
会
は

九
月
四
、
玉
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
会
は

例
郊
定
期
全
学
連
大
会
が
行
な
わ
れ
る

七
月
に
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、
今
年
は

全
学
連
大
会
が
き
わ
め
て
変
則
的
で
あ

った
た
め
、
ζ
れ
ら
に
つ
い
て
の
総
指

な
ど
を
合
め
た
府
学
連
と
し
て
の
当
画

の
方
針
決
定
、
ま
た
準
備
不
足
な
ど
の

理
由
で
延
期
さ
れ
て
い
た
もの
であ
る

盒
粟

定
。

今
度
の
大
会
も
前
卑
同
様
、
府学
速

執
行
部
を
拶
って
い
る
社
学
嗣系
の

キ
張
を
中
心
と
し
て
討諦
さ
れ
る見

通
し
が
強
い
が
、
民
汀系
の
一部
進

出
が
こ
れ
ま
で
の
大
会
に
は
なか
っ

た
点
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
かし
大

勢
と
し
て
は
、
先
の
広島
で
の反
戦

集
会
〃十
一月
奇
学
述再
建〃
問
剛

燃
許
類
縫
建
翌

の
圏
で
ど
れ
だ
け
意
見調
整
が
行
な

わ
れ
る
か
と
い
う所
に
最
も力
点
が

置
か
れ
る
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、大
会
の結
果
は
、

続
い
て
七
、
八
日
に
東京
で行
な
わ
れ

る
予
定
の
〃全
目代
"
に持
ち
こ
ま
れ

全
国
的
な
親
模
で
の力
針
輪
討
の
後
、

九
日
以
後
の
学
牛
運動
の
力
同に
少
な

か
ら
ぬ
影
騨
も
たら
す
も
の
と
予
想
さ

れ
て
い
る
。

〃
四

派
"
で
全
自

代

十
一月
、
学
運
蒋
猛
へ

去
る
八
月
四
日、
広
由勘で
「奇
国
学
生

反
戦
集会
」
を催
し
た
マル
学
同
中
核

派
と
〃三
派
辿合
"
が
、
こ
の
集
会
の

決
諺
に
もと
ず
いて
九
月
七
、
八
口
の

両
日
東京
で命
国
白
治
会
代
表
者
会
鍛

を
行
なう
。

会
鵠
では
四派
の
い
ず
西
に
と
っ
て

唱お
り
、
十
一月
に
は第
一回
の
終
会
を

東
京
で
開
く
予
定
。な
お
本
耶
昼
務
所

は
建
碇
省
内
七
木
研究
所
に置
い
て
あ

る
。佐

々
会
長
の
話
現
在
日本
全
国
の

地
す
べ
り
に
よ
る災
轡
は
誕
常
に
多

い
が
、
そ
れ
に対
す
る
対
策
は
復
旧佐 会々長

 

工
耶
が
な
さ
れ
る和
度
で
、
こ
れ
で

は
ま
た
ま
た地
す
へり
が
起
る
可
能

姓
が
あ
り
、塀
前
に、
し
か
も
抜
本

的
に
こ
れ
を
動
ぐ
には
地
す
べ
り
そ

の
も
の
を
総合
的
に研
冤
し
て
対
策

を
考
え
ね
ば
な
らな
い
。
こ
れ
ま
で

地
す
べ
り
の
研究
は
地
質
掌
、
地
球

物
理
琴
、
地
理学
、
土
木
に
学
、
砂

防
工
学
、綴
林
コ学
な
ど
の
各
分
野

で
パフ
バ
ラ
にな
さ
れ
て
お
り
、
本

研
究
会
で
は
ま
ずこ
の
よ
う
な
研
究

書
の
迷
絡
を田
り
、
興
同
併
究
を
付

な
う
こ
と
を
目標
と
し
て
い
る
。

創
造
牲
研

究
所
を
計
画

湯
川
教
授
ら
が
中
心
に

創
造
的才
能
を
開
発
し
、
も
っと
大

き
な
溜味
で
〃人
づ
く
り
〃-
を
や
ろ
う

と
揚
川
秀樹
基
物
粧
教
授
ら
が
中
心
と

な
っ
て
「財
國
法
人
創
造
匪
研
究
所
」

ξ

く
る
こと
に
な
・た
・
湯
錫

授

も
、
また
全
国
学
生
運
動
の
大
き
な

課
題
であ
る
と
こ
ろ
の
〃十
一月
全

学
連
再建
ノ
に
つ
い
て
ど
れ
だ
け
県

体
的
た
ゐ名
を
封
ち
出
せ
る
か
ま
た

今
後
の全
国
統
一行
動
を
ど
の
よ
う

に
し
て保
障
さ
せ
て
い
く
か
な
ど
が

ま
ず殻
も
河
目
さ
れ
ろ
と
こ
ろ
と
な

う
だ
ろ
う
。
ま
た
、
先
の
尺
戦
集
訊

では
全
く
か
み
あ
わ
な
か
'、た
〃情

勢
"論
に
つい
て
、
特
に
中
ソ
諭争

と
日本
の
反
体
制
速
動
、
学
生
運動

の
思
想
的
な
奮
味
で
の
佃
鷹
づけ
、

再
検
討
が
論
鍍
の
ヰ
・勘
に
な
る
も
よ

う
で
あ
る
。

「奪

日
賞
」
を
受
賞

市
川
衛
(理
)
教授
ら

昭
和
　.}†一八
句・虜職「煎U日
鱒よ例
奨
励

金
」
が
京
大
の
二
潤
の
研
究膏
に対
し

て
お
く
ら
れ
る
。
受
艮
者
は
「昆
虫
変

態
を
支
配
す
ろ
脳
ホ
ル
モ
ン
の糟
製
」

で
施
川
袖
爪大
邪
学
部
教授
、
石
崎
宏

矩
同
助
手
と
「古
墳
時代
遥
物
の
編
町

的
集
成
図
の
作
成
」
で小
林
行
塑
皐
入

文
学
郡
講
師
、
横
山浩
一、
小
野
山
節

同
助
丁
。

聾
鷺
擁
総
}.難
盤

医
学
部
教
授
、
岡
本
清
}同
志
社
大
法

宇
郡
教
授
ら
七
人
が
設
遭
喫
儲
凸
庫
摺

戊
レて
い
る
。

ぢ

　
　しノ
ト
ラサドロ　エ
く

斤

',
津.e
ド
}鼎

題
は①

人
陶
の
沸
在
的
な
創
血
刀
を
テ
ス

ト
で
き
る
力払
①
創
熾
的
才
能
を
開

発
す
る
た
め
の
新
し
い
教
育
方
法
の

解
明
③
糟
薄
児
の
能
り
の
開
発
④
天
}

な簸

講

響
ゆ研纒

一

現
在
設
Ψ
蔀
備
会
で
は
発
起
人
力
重

策
中
で
、
九
月
に
は
発
起
人
会
尋
結

成
、
て
き
れ
ば
建
物
彰
↑添ま
で
に
京

都
甲円
に
識
y
す
る
。

團
併
任

陣
澱

員
山
ド
孝
介

(教
餐
膠
教

授
)

ウ
イ
ル
ス
"
所
長
べ
辞
(ウ
イ

ル
ス
研
教
授
)

附
属
14
潜
館
長
事
務

取
捜
足
利
隙
氏
¢溢
よ郡
教
授
)

工

教
教
授
丹
羽
迅
(敦
礎
剛
助
教
授
)

附
嘱
14
漕
飾
長
堀
汀
保
蔵
(経
済
叫.r
部

教
授
)

総
,捉
事
虜
氏
理
足
利
惇
氏

(文
ヴ
部
教
援
)

基
礎
物
理
研
教
授

小
林
稔
(矧
Y
耶
教
授
)

エ
ド
研
教

授
占
沢
囚
郎
(工
㍉
部
教授
)

工
学

引
教
袋
,履
N仁
一
(工
学
部
教
授
)

昇
任

数
艸
解
新
研
教授
中野
茂
男

(

矧
.'」鴎
助
教
授
　
麗
学
部助
教
授浅
平

蝿
(農
、」邪
講
飢
)
教
實
部教
授
大

浦
仁
男
(教
煙
郡
助
擾

)
教
餐
部

教
授
内
村
孔
男

教
餐部
助
教
授
)

教
養
嘱
珀
糠、.
レ
巨
群
一
(教
養
部
講

師
〕

食
秒
智
学
研
助
教授
疑谷
川
喜

代
三
(農
学
部
助
～
)
本
村
研教
授

山
田
11
(膿
ツ
耶
助
教
授
)
農
学
都

助
教
援
赤
松
鹸
人
(農"、～邦助
手
〉

丁
学
都
教
授
小
野
本
承
治
(工愚2,部
助

教
展
)

輝
∵
耶
教
授
女
見
爽
次
郎

(理
㌻
部
助
教
投
)
終
済
学
研
教
授

行
沢
健
二
(邦
済
砕助
教
授
)
経
済

研
教
授
錫
場
11雄
(鮮済
研
助
教
授
)

理
学
耶
助
教
授
出
ロ
ム入
(理
叫
訂
講

師
)

教
蛋
部
助教
授
小
山
隙
三
化
学

研
助
手
)

正
張

。
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火38ン

近藤
文
治
(工
学
部

教
授
)
鎗
二
回
国
際

白
動
制
御
会
纏
に
出

曙
の
た
め
ス
イ
ス
へ

・9
・16

中
野
裕

32
～
38
・
10
℃
10

颯
κ
点
無

〒

学

選

授

)
シ
ポ
ジ
ン
ウ
ム
出
席
お
よ
び

高
分
。r
レ
オ

ロ
ジ
τ
の
研
究
鮒
査
な
ら

び
に
第
門
回
囚
際
レ
オ
ロ
ジ
τ
奇
識
に

出
旙

⊃
罵
め

く
衆

国
へ
38

。
8

・
勿

～
隅

・
9

・
28

"川

耐
ヘ

へ工
学
剤

脚
職
ヂ

}
地
賊
諦
画
輝
堕
に
関
す
ろ
瓢,

究
樋
.靴
な
ら
び
に
第
..一回
ヨ
ー
ロ
ッ
ハ

地
域
鱒
.
、誤お
よ
び
地
域
計
醐
講
習
会
出

席
の
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
開
へ
38

・

8

。
24

・-
嚇

・
ー
ボ
7
-

電
■●8●

ー

1・

多
少
異
常
鱗
披
剣

峠
の
八
月
に
、
一つ

の
注
目
コ

茜

治
運
動
"
が
あ
った

蔓
ち
7
ん
そ
の
　つ

は
広
島
で
の
奇
型
癌
源水
禁
世
界
大
会

で
あ
け
、
も
う
一つ
は
政府
空
催
に
よ

る
第
に
次
大
戦
戦
没
者
追悼
式
で審
る

か
た
や
革
新
系
演
出茶
滑
政
治
劇
、
こ

な
た
保
苧
白
民
党
の糀
力
刀
に
よ
って

帝
E
切
開
さ
れ
、
〃息
子移
べ
!お
国

の
た
め
に
死
ん
だ
お前
がよ
み
が
え
ろ

!
"
と天
合
唱
す
ろこ
と
が
で
き
た
愛

国
的
一囚
ソ
ン
フ
ォ
ニー
▽
こ
う
い
h.

た
こ
と
が
予
想
でき
た
か
ら
か
ど
つか

は
判
ら
な
レ
カ
、年
叶
行
事
の
帰
活
は

全
く
把
尺
瞬
を失
って
声
を
ひ
そ
め
}.

い
た
。
全
臼代
、
反
戯
集
会
、
広
島
で

の
〃全
学
連
♂の
活
動
(?
)
等
々
、

舌
動
家
に
よる
何
ほ
ど
か
の
努
力
が
行

な
わ
れ
は
した
が
、
わ
が
学
友
諸
君
は

ス
イ
カ
でも
か
じ
り
た
が
ら
岬、ス
・コ

、・、、が
配
ぷ
ニ
ュー
ス
の
変
転
空
ナ
ガ
メ

テ
イ
タ
の
であ
った
▼
「と
に
か
く
、

そ
こ
こ
こ
の局
所
的
疾
病
だ
な
ど
と
知
'

っ
た
ふ
りを
し
て
み
て
も
始
ま
ら
な
い

だ
ろ
う
。
この
ま
ま
進
め
は
、
疑
い
な

く
僕
達
嫁
Hに
目
に
自
分
の
首
を
締
め

て
い
っ
て不
様
に
ダ
ウ
ン
す
る
し
か
な

い
だ
ろう
」
▼
も
ち
ろ
ん
「
小
プ
ル
の

ペ
シ
、、、ス
ムよ
!ゴ
ー
・ツ
ー
・ヘ
ル

!
と
か
いう
怠
勢
の
よ
い
肖
慰
的
叫
び

声
が聞
こ
え
な
い
で
は
な
い
。
純
粋
な

ヒ
ユi
一、ニズ
ム
よ
再
び
!
な
ど
と
い

う
・ンンミ
リ
す
る
声
も
あ
嘩40だ
ろ
う
。

だ
が
いず
れ
に
せ
よ
、
不
感
症
的
「わ

が道
を
こ
そ
!」
の
小
政
治
渥
的
セク

ト主
義
は
当
面
相
手
に
し
な
い
方
がよ

い
▼澱
要
な
こ
と
は
、
今
日
明
日
の免

罪
符
を
ζ
つ都
合
つ
け
れ
ば
よ
い
かな

ど
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れは
疑

い
も
な
く
、
次
々
と
栴
力
に
よ
っ
て纏

合
幽、れ
て
い
る
現
在
の
譜
柄
況
の根
本

的
な
把
握
で
あ
る
だ
ろ
う
。総
路
線
の

再
楡紆
に
と
り
か
か
ら
なけ
れ
ば
な
ら

ず
、
今
H
の
「絶
型
感
」
を安
易
に売

り
っ
け
て
は
な
ら
な
い
だ
ろう
。
そ
ん゚

齢,
二を
感
じ
さ
せ
た
二
つ
の
眠治
劇

た
。魂1

(2)昭和38年(196確 、8月ige(月 曜e)晦 週朋胴発了)第1ユ62号(昭 和21年8月6購三脳 便物嗣)常{窄13ツ ζ 撃 豪庁'闇

第
九
回
原
水
禁
世
界
大
会
は
八

"

月
五
日
か
ら
三
日
関
、
被
爆
地
広

島
で
開
か
れ
た
が
、
衰
面
的
に
は

社
共
の
対
立
、
そ
し
て
そ
の
背
後

に
は
大
衆
的
平
和
遮
動
の
危
機
を

突
破
で
き
ぬ
混
沌
状
態
を
定
清
さ

"

せ
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た

。

原
水
禁
に
は
ま
だ
下
部

に
戦
闘

㎜

的
な
先
燵
労
働
署

が
組
織
さ
れ
て

㎜

い
が
ら
も
増
々
国
民
の
意
膿

か
ら

㎜

遊
離
し
た
も
の
と
な
ぞ

き
て
い

㎜

る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
現
状
を

い

㎜因

か
に
把
擾
し
対
処
し
て
ゆ
く

か
が

わ
れ

わ
れ
の

鷺
要
な
課
題

で
あ

る
。

(寛

)

51
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に
理
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

な
'ハ肉
の
杓
聖
栖
に

》

ー,
偽

を
め
酒、・て
タ
醒
覚
系
と
」翁
ア系
が

は
」πレ
'鋳
立
を
続
け
、
懸
りの
門撃

が
紛
け
ら
れ
て
き
た
。
貝
休
的
.'デ

和

運
動
の
現
状
か
ら
み
れ
げ
か
.、遊睡
し

た
ナ
/セ
♂ス
な
「い
か
に
る
国
一を

め
ぐ
る
滝
藷
に
捗
共
㍑
乃
ぶ
圃-、に
な

った
背
景
に
は
単
に
で
,ゴ「
ロ
.Fri
の

問
題
で
は
な
く
既
成
政
覚
に
よ
る政
策

的
なも
の
が
作
用
し
て
い
た
し
、イ
デ

†
ロギ
ー
の
聞
題
に
し
ろ
兵
彦
党
に
は

「過
去
」の
幅
広
キ
義
の
護
返
し
で
あ

る
目
本
の
撃
和
運
動
の
5壁
'㍉
を把
纒

し
え
な
い
急
激
な
セ
ク
ト
‡義
化
(も

っと
も
共
産
党
に
は
常
に
二
う
した
二

つの
側
面
が
同
時
に
存
在
し
、
そ
れが

今
ま
で
の
大
衆
運
動
を
庚
疋
的
な局
面

、

」
一ら
㌧
一

ド
「
ー
」
、
、
,フ

,
、

響ー
ー
ー

r
曽'

一

ー

ー2'
レ

'

協
,u
覧
油、
κ
㎎

、会
が
国
か
れ

「
h

♂

な
る
N
」
を
ω
ぐ
る
ぺ
只
の
門
停
が
試

み
ら
、"
て
い
た
が
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
対
伊
し
た
ま

コ
歩
み
よ
り
は
見
ら
れ

ず
、
一.一日
の
女
刀
卸

鋳
長
の
こ

・
二

一

声
明
を
燐
調
と
し
た
促
案
を
兄
る
に
金

っ
た
。
社
会
党
、
総
評
側
は

〃
大
会
の

運
肖
を
広
島
原
水
協
に

白
紙

委
κ"
す

る
"
共
曜
党
鯛
は

〃

「い
か
な
る
国
」

の
評
価
は
棚
ー
げ
に
す
る
"
と
い
う
主

張
て
会
談

に
あ
た

っ
た
が
、
結
頃
広
島

康
水
協
に
運
営
需

紙
委
κ
さ
れ
る
な

、
,
1ム

1・
し,
りく
L♪

の

ド1∬

盆に

1く

 

与し
て
い
た
髪
瑞
竜
が
大
会
の
ヘ
ヶ
モ

ニー
を担
る
と
い
う
喫
肉
な
編
果
に
な

った
。
社
公
覚
系
の
人
会
ボ
イ
コ
ソ
ト

の
背
後
に
は
共
曜
覚
と
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
i

争
い
の
敗
北
が
作
用
し
て
い
た
こ
と
は

否
疋
で
き
な
い
し
、
こ
の
よ
う
な
既
戊

政
覚
に
よ
る
ヘゲ
モ
ニ
ー
争
い
と
、
そ

の
た
め
だ
け
の
動
員
△絃
は
、
ど
ら
ら

が
麟莉
を
収
め
た
と
こ
ろ
で
そ
れ
は貞

の
大
衆
的
な
平
和
運
赫
か
ら
か
け
は
な

れ
た
も
の
で
あ
り
、
ド
部
労
働
片
の
戦

闘
的
エネ
μギ
ー
を
揖
な
る
政
治
の
具

監
簾
羅
総
難
託
襲
叫、翫
獲
露
鶉

し
た解
決
の見
出
し
得
な
い
ボ
ス
交
渉
期
待
と
エネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
参
加
し

と
は
別個
に、
社
援
双
庁
に
よ
っ
て
動
た
先
進
的
労
働
背
や
一般
畢
和
活
動
家

今
年
の
二
月
二
十
一日
日
本
褒

協
凶に
お
い
て
い
つ
も
阻
害
の
役副
りを
果
「員
数を
増
やす
裏
面
工
作
が
続
け
ら
れ
が
r不
弔
な
主
役
"
を
演
じ
た
に
す
ぎ

宙

に
,つ社

い

た
大

 

共

(奏
井
郁
琿
嘱
長
)
は
「い
か
な
る
国

の核
実
験
にも
反
対
し
、
こ
の
地
球
上

か
ら核
実
験
を
な
く
す
た
め
、
す
べ
て

の核
実
験
停
止
.協
疋
を
即
時
無
条
件
に

締
結
さ
せ
る
」
と
い
う
基
本
的
立
場
を

明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
こ
の
「い
か

衆

森
ギ
i

主
導
権
争
い
に
終
始

し
}、き
た
の
だ
が
)、そ
れ
に
霧

董

11
反
米
麗
争
と
い
う
問
題
の
オD
か
5甥

が
孕
ん
で
いた
し
、
一方
牡
会
党
に
は

プ
チ
ブ
ル
的
発
想
に
よ
る
無
制
限
の
運

動
の
幅
広
イ
ズ
ム
と
い
う
大
衆
運
動
の

右
翼
化
を
孕
ん
で
いた
。

て
い
た
。大
会
の第
一日
目
社
会
党
、

総
部系
は
'「代
購
風
数
の
ワ
ク
が
守
ら

　
れ
な
か
った
」な
ど
の
理
山
で
突
然
開

会
式参
加を
ボ
イ
コ
ット
し
た
た
め
、

大
会
は
共産
党
系
と
「部
中
立
層
の
出

席
の
ド
に
開か
れ
た
。
安
井
提
案
に
、

な
い
。
二
日
日
は
社
会党
、総
岬
系
の

独
自
癸
誠
(原
水
禁
運
動
を
守
る
圏民

大
会
)
と
分
散
会
に
か
わ
る
宿
舎
ミ
ー

テ
ィン
グ
と
い
う
全
く
消
蔦
な
集
公
が

も
た
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
た
だ
国

際
会
議
に
お
い
て
申
ソ
の代
表
が中
ソ

論
争
の
ハデ
な
再
現
を
晃
せ
て
く
れ
た

が
、
こ
こ
で
は
申
ソ
論
争
に
つ
い
て
は

詳
し
く
述
べ
な
い
で
お
こ
う
。
最
後
の

閉
会
式
は
警
戒
厳
し
く
全
く
日
共
のペ

ゲ
モ
ニー
の
中
に
行
な
わ
れ
、
森
滝広

島
原
水
協
理
穣
長
の
基
澗
報
仏
「い
か

な
る
国
の

雇、喫
瞬
に
屯

ノ、

核
停
を
小
し
く
騨
価
ず
る

P
く

'
・戸

,つ

て に
か φ
才 唱

'、

り
醜`

おお

中

ソ'徳

卜

:

}口

,1'

齢騨

わ

く
.

い
τ

`
ぐ

"
平

和

運
動

論

"の
確

立
を

基
盤
に
な
る
全
学
連
再
建

一ヴ
掌
生
集
ヘムは
原水
協
・入会
と
は

柚
自
の
形
で
五
日
に
社学
同
、
"、ル
同

中
核
、
社
.け同
な
ど
の全
国
労
侮
反戦

樂
会
六
貝
に
一、ル
同
解
放系
の園
際
反

戦
饗

、
七
U
に
は
襯
改系
の全
国
学

生
平
和
集
会
が
別
個
に
開
か
れた
。

京
都
府
学
連
が
中
心
と
な
った
全
国

学
屯
反
戦
集
会
は
五
日
午前
十
時
か
ら

広
偽
労
働
会
館
に
お
い
て
、
五十
二大

学
五
百
人
の
参
加
の
も
と
で開
かれ

た
。
災
会
は
当
初
予
想
さ
れ
た
マ
ル間

解
放
派
の
会
場
乱
入
に
よる
妨
害
も
な

く
、
ま
た
一.ル
同
中
核
派
と
は野
次
の

応
戦
が
あ
った
ぐ
ら
い
で
比
敵
的畢
穏

な
中
に
粥萎
は
進
め
ら
れ
た
。
と
ころ

で
我
々
の
広
島
で
の
獲
得目
的
は何
で

あ
った
か
。
一つ
に
は
、権
力
側
の
反

動
攻
勢
と
学
聖
運
動
に
対
す
る弾
圧、

右
嘱
的
な
(運
動
の
サ
ー
ク
ル化
を
鍵

む
)
学
生
の
意
識
に
の
っ
か
っ
た
民
冴

(蓮

派
あ

台
婆

ど
に
よ
季

鑑
析
お
よ
び
磯

毒
は
ぽ竺

致
し
・

運
動
の
危機
的状
況
を
鬼
服
す
る
た
め

に
こ
れ
ら
の
情勢
に十
分
対
処
で
き
る

力
猷
を
も
っ
た全
学
述
を
再
建
す
る
こ

と
で
あ
り
、
もう
一
つに
は
広
晶
で
の

原
水
禁
世
界大
会
を
契
機
に
し
て
、
日

本
の
乎
和
運動
を再
検
肘
し
現
在
そ
れ

ら
の
ヘ
ゲ
モ
ニー
を
握
って
い
る
既
戊

政
党
の欺
騨

を
暴
露
し
な
が
ら
ト
部

の
先
進
的労
働
替
の
中
に
は
い
って
ゆ

く
ご
と
に
よ
っ
て、
政
党
的
利
害
に
よ

ら
な
い
夷
の乎
和
運動
を
意
識
さ
せ
、

一か
つ
組
織
さ
せ
るこ
と
で
あ
った
。
ζ

う
し
た
点
を
確耀
し
て反
戦
集
会
を
総

括
し
て
み
る
な
ら
ば、
全
学
婆
再
建
の

た
め
に
は
マ
ル学
圃
(巾
核
尿
)
と
の

久
力
ぷ
り
の
統
一集会
の戊
立
、
九
月

以
降
の
闘
争
に
向け
て、
具
体
的
な
統

一行
動
と
全
自
代
の召
集
を
提
起
で
き

た
こ
とほ
再
建
へ
の
一歩
が
踏
み
出
さ

れ
て
成
功
し
た
と
い
えよ
う
。
現
状
分
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こ
と
し
の
九
月
・∵
..百
、聡
驚

等
裁
判所
の
第
}刑
事
綿
にお
い
て

は
、
約
五
十
年
ま
え
の転
徳
秋
水
ら

に
か
か
る
大
逆
事
件
の
や
り直
し裁

判
(再
蕃
)
が
ひ
ら
か
れ
る
。繰
あ

っ
て
わ
た
し
も
弁
護
人
の
一人
と
し

て
、
そ
の
法
廷
に
立
会
う
こと
と
な

る
が
、
主
拝
弁
鍵
人
の
森長
英
三
郎

弁
護
士
は
、
こ
れを
轍
義
づ
け
て

「明
治史
の
欝
き直
し
」
(一.一八
・

七
・六
図
欝
新
聞
)
と
昌
われ
て
い

る
。ま

こ
と
か
の
大
逆
溺
凸
は
、幸
徳

伝
二
郎
ら
二
十
四
名
、
当
時
の
日本

で
名
の
知
れ
た
社
会
ま
義者
戸多
く

は
無
政府
雫
義
者
)
を
一網
打
尽
、

ア
ッ
と
い
う
閥
に
死刑
を
、口渡
し

(内
十
二
名
は
や
が
て
恩赦
で無

期
)
数
ー1
後
一し
ゃ
千
嬰
、
そ
の執

行
の
す
べ
て
を
了
え
て
しま
,た

能

勢

克

男

「R
古
木
曽有
」
「震
入
動
地
」
の

大
事
僻
で
あ
った
。

か
く
も人
景
に
、
か
く
も
迅
速
に

取
調
へ
など
に予
閥
ひ
ま
も
か
け
ず

遂
行
さ
れた
裁
判
と
処
刑
と
は
、
い

や
し
く
も
こ
の困
に
生
を
受
け
日
本

人
と
よ
ば
るる
音
す
べ
て
に
「君
に

ふ
た
心
あ
る」
場
舎
は
「天
罰
、
立

ち
ど
こ
ろ
に
余る
」
教
訓
を
、
し
た

た
か
に
思
い知
ら
せ
る
効
果
が
狙
わ

れ
、
尺
つ
それ
が
見
串
に
果
た
さ
れ

た
の
であ
った
。

昭
和
.一十
年
(一九
四
五
)
太
乎

洋
戦
争
の終
紬
ま
で
、
わ
た
し
た
ち

は
わが
圓
体
に
つい
て
「き
ん
お
う

む
け
つ」
(金
隔
無
欠
)
と
い
う
、

ほ
と
んど
宗
教
的
に
絶
え
入
る
ば
か

り
の
心情
を
か
け
、
円
毎
に
ラ
.ンオ

は
そ
の歌
の文
句
を
何
ぼ
何
千
回
も

う
た
い纏
,
た。
国
体
に
つ
い
て
は

ど
のよ
う
に
僅
か
の
キ
ズ
も
ぜ
っ
た

い
に許
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
よ
う

な
純
粋
無
垢
の
処
女
性
の
ご
と
き
も

の
で、
わ
れ
わ
れ
の
園
体
観
念
は
包

ま
れ
続
け
て
来
た
。

明
治
四
士
.一年
(一九
一〇
一
当

時
、
わ
た
し
は
中
学
三
年
生
だ
っ
た

あ
る
朝
の
新
聞
が
、
全
頁
大
の
紀
事

や
活
字
で
い
っぱ
い
に
埋
め
ら
れ
て

一大
凶
輪
の
突
発
レ
た
こ
と
を
知
っ

た
。
わ
た
し
は
仙
台
に
い
て
、
わ
た

し
の
父
は
判
嘱
だ
った
が
、
父
の
先

蘭
で
検
噴
奥
営
正

(当
醤

域
按

麻
院
検
も
長
)
治
と
い
う
人
が
い
て

家
は
官
舎
で
わ
た
し
の
家
と
隣
同
士

だ
った
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
時
発
表

さ
れ
た
逆
徒
の
一人
奥
宮
健
之
(死

刑
)
は
、
あ
ろ
う
こ
と
か
、
あ
る
ま

い
こ
と
か
、
そ
の
奥
宮
検
罫
長
の
実

弟
だ
った
の
だ
か
ら
、
わ
た
し
た
ち

の
ノ
ヨ
ソク
は
ひ
と
し
お
と
い
う
も

の
だ
った
。

け
れ
ど
も
当
時
の
新
聞
紙
に
あ
ら

わ
れ
た
わ
が
世
論
の
大
勢
は
、
事
の

火
を
兄
る
よ
り
も
確
実
な
こ
と
を
疑

わ
ず
、
仮
に
ど
の
よ
う
に
大
量
の
血

が
、
ど
の
よ
う
に
盲
を
た
て
て
流
れ

よ
う
と
も
、
倫
理
ヒ
、
道
徳
ヒ
且
つ

法
律
⊥
、
す
べ
て
は
当
然
至極
と
確

信
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
った
。

大
逆
と
は
ま
さ
に
晴
天
ヘ
キ
レ
キ
、

そ
の
印
象
は
強
烈
か
つ
深刻
で
あ
っ

た
。
こ
れ
が
し
か
し
、半
ば
以
上

「演
出
」
で
あ
っ
て
、
そ
の台
本
は

山
野
、
桂
、
平
沼
ら
の
超
国家
主
義

者
た
ち
の
仕
組
ん
だ
す
じ
が
き
であ

った
と
は
、
わ
た
し
は
永
い
あ
いだ

疑
って
も
み
な
か
っ
た
。

っ
て
そ
の
蛮
行
は
ひろ
が
って
行
っ

た
。
そ
れ
は
あた
かも
憲
法
も
刑
法

も
な
い
杜
会
の
よう
だ
った
し
、
こ

の
蛮
行
を
反省
し、
抑
制
す
る
力
は

日
本
社
会
の中
に容
易
に
生
ま
れ
て

来
ず
、
そ
れ
を抑
止
す
る
こ
と
が
恰

も
何
者
か
に
遠慮
し
、
た
め
ら
わ
ね

ば
な
ら
ぬ
こ
と
であ
る
か
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
や
が
て、
そ
の
混
沌
中
か

ら
、
思
想家
大
杉
栄
夫
妻
と
そ
の
愛

統
は
深
く習
俗
の
底
に
定
潰
し
て
、

脈

と々
し
て
、
つ
よ
く
生
き
た
。
後

に太
平
洋
戦
の
前
後
に
な
る
と
、
誰

れか
が
談
靖
甲
「畏
く
も
…
」
と
口

を
切
り
さ
え
す
れ
ば
、
靴
の
か
か
と

を
鳴ら
し
て
、
直
立
不
勘
の
姿
勢
を

と
る
、
自
動
器
械
的
・反
射
的
な
生

活
態
様
に
わ
れ
わ
れ
は
甘
ん
じ
て
従

う
国
民
であ
った
。

じ
っさ
い
、
昭
和
の
年
代
に
入
る

弾
圧
黙
認
の
俗
習
生
む

明
治
史
を
書
き
直
す
か

Vへ

け
れ
ど
も
、
大
丘
・.-∵
年
(
一九

ご
二
)
関
東
大
飯
災
の
時
、
わ
れ
わ

れ
U
本
の
社
会
は
、
多
数
の
内
地在

伴
朝
鮮
人
が
理
由
も
原
因
も
な
く虐

殺
さ
れ
る
の
を
見
殺
し
に
し
た
。彼

ら
は
舌
足
ら
ず
の
日
本
語
で助
け
を

乞
い
、
手
を
合
せ
て
拝
ん
だ
り
し
に

ら
し
い
。
け
れ
ど
も
野
蛮
に
し
て無

法
非
遵
の
こ
と
を
あ
え
て
す
る
のは

わ
れ
わ
れ
日
本
人
自
身
で
、
臼
を追

児
と
が
、
憲兵
大
尉
甘
粕
某
に
よ
っ

て
何
処
か
に拉
致
さ
れ
、
続
い
て
虞

殺
さ
れ
た
こ
と
が伝
え
ら
れ
た
.
日

本
の
社
会
は
、
これ
に対
し
て
も
止

而
切
っ
て
、
また
大
衆
的
に
非
難
ま

た
は
抗
議
す
る
こと
を
た
め
ら
い
、

相
弔
が
相
手
で
あれ
ば
「己
む
を
得

な
い
」
と
いう
か
のよ
う
で
、
む
し

ろ
こ
れ
を
是認
賞
讃
す
る
よ
う
な
う

ご
き
さ
え
も
一小し
た
。
吟
味
も
せ
ず

に
、
大
逆
事件
を
う
0
み
に
し
た
伝

と
、
わ
た
し
と
錐
も
な
っと
く
の
い

か
ぬ事
態
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
く
、

日
常
ひ
ん
ば
ん
と
し
て
お
こ
(.た
。

昭
和
七
年

(一九
三
二
年
)
組
理
大

序
犬
螢
毅
は
帝
国
海
軍
人
の
浮
41
た

ち
のた
め
に
、
首
相
官
邸
で
襲
撃
偲

う
け
、
射
殺
さ
れ
た
。
そ
れ
は
犠
国

のた
め
、
ま
た
ぱ
天
躯
親
政
の
た
め

も
し
く
は
武
士
通
の
名
に
お
い
て
、

敢
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由
づ
け
は

わ
た
し
の
容
易
に
瑚
解
し
が
た
い
と

こ
ろ
だ
っ亮
一
特
に
老
首
桐
は
、若

も
、
わ
た
し
た
ち
は
ま
だ足
り
な
い
よ

い
も
の
に
対
し
て
「ま
あ
座
れ
、
語

せ
ば
わ
か
か
る
」
と
菖
っ
た
が
、彼

ら
は
「問
答
無
用
」
と
ば
か
りピ
ス

ト
ル
の
引
金
を
ひ
い
た
。
そ
れ
が
ど
う

し
て
、
兼
て
聞
い
て
い
る
武
士
道
に
か

な
う
所
為
で
あ
る
か
は
ず
っ
と
後
ま
で

な
っと
く
が
い
か
な
い
こ
と
で
あ
っ
た

そ
の
他
一一・二
六
事
件
、
い
わ
ゆ
る

人
民
戦
線
派
の
学
者
・芸
術
家
の
検
挙

拷
聞
、
起
訴
、
裁
判
、
処
罰
の
す
べ
て

に
わ
た
って
、
い
や
し
く
も
国
体
に
云

々
と
い
う
口
実
さ
え
与
え
ら
れ
れ
ば
、

他
の
一切
を
か
え
り
兄
る
を
農
せ
ず
、

公
然
い
か
な
る
残
忍
無
道
の
蛮
行
を
も

敢
行
し
得
る
聖
気
は
、
か
の
明
治
の末

年
、
二
」山陛紀
の
最
初
の
十
薙
の
あ
い

だ
に
、
大
逆
わ
件
に
よ
っ
て
公
然
解禁

さ
れ
た
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

あ
の
時
、
臼
彊
公
然
流
さ
れ
た
大
鼠
の

血
は
、
そ
れ
か
ら
後
す
べ
て
の
蛮
行
を

正
当
化
し
、
泣
い
て
禺
護
を
切
る
底
の

均
噴
視
す
る
補
命
ず
け
を
定
凝
し
た
。

だ
が
、
あ
の
裁
判
の
一角
ま
た
は
す
べ

て
が
、
誤
り
で
あ
り
、
逆
に
什
掛
け
ら

れ
た
櫓
力
の
犯
罪
で
あ
の
た
と
し
た
ら
あ
ろ
う
。

ど
う
で
あ
ろ
う
。
五
十
葬
間
、
楽世
紀

の
祖
国
の
歴
史
を
残
り
な
く
弾
劾
し
て

う
な
幾
つ
も
の
事
件
を
思
い起
す
の
で

あ
る
。

×

当
時
の
被
乱輩

更
七
田ぼ
、

判
決
に
よ
っ
て
死
刑
、
恩激
、
無
期
と

な
っ
て
、
い
ま
は
た
だ
ひと
り
の
生
き

残
り
の
真
業
の
証
人
で
ある
。
今
回
の

再
審
請
求
爵
の
中
心
で
ある
。
も
う
一

人
の
請
求
者
は
森
近
運
平
の実
妹
森
近

栄
子
さ
ん
で
あ
る
。
森
近
運
平は
死刑

の
宣
告
を
う
け
、
ス
ト
レー
ト
に
そ
れ

を
執
行
さ
れ
た
う
ち
の
一人
で
あ
る
。

彼
は
平
和
な
農
軽
改良
論
者
で
あ
り
、

早
く
す
で
に
郷
腱
岡
由県
に帰
って
、

協
同
組
合
運
動
に専
念
して
い
た
。
描

力
犯
罪
の
熾
も
い
た
ま
し
い、
と
り
返

し
の
つ
か
ぬ
犠
翻
で
あ
る
。こ
の
二
人

が
あ
の
爆
烈
弾
嘱
偶
に
は無
関
係
で
あ

りた
に
も
拘
ら
ず
、
め
く
ら滅
法
の
い

っし
ょ
く
た
検
挙
に
よ
っ
て、
大
逆
罪

の
中
に
巻
き
こ
ま
れ
て
いた
こ
と
を
、

や
が
て
明
ら
か
に
せ
ね
ば
なら
な
い
。

一端
を
明
ら
か
に
す
ろ
こと
は
やが
て

全
班
の
爽
実
を
、
明
貞
にす
る
こと
で

(一九
三
八
・
七
・
二〇
)

(弁
護
士
)
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学生運動1

米
英
ソ
の
部
分
核
俸
の
評
価
を
め
ぐ
っ

て
も
そ
の
〃欺
蹄

、
陰
媒
性
〆
を
暴

露
し
て
い
く
と
い
う
点
で
}致
し
「い

か
な
る
園
の
核
実
験
に
も
反
対
ず
る

(米
ソ
核
実
験
反
対
)
」
点
に
お
い
て

も
そ
の
背
景
に
あ
る
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
は

別
と
し
て
(勿
論
社
会
覚
、
総
評
系
の

よ
う
な
プ
チ
プ
ル
的
発
想
か
ら
き
て
い

る
の
で
は
決
し
て
な
い
が
)
ス
ロ
ー
ガ

ン
的
に
一致
し
て
い
る
。
し
か
し
平
和

運
動
の
問
題
に
関
し
て
は
、
現
在
社
共

の
ヘゲ
モ
ニー
に
よ
る
平
和
運
動

へ原

水
禁
)
の
力
強
い
大
衆
闘
争
、
反
戦
岡

争
を
蒼
進
し
え
な
い
欺
脇
性
を
指
摘
し

批
判
す
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
そ
れ
に

か
わる
貝
体
的
な
醗
術
乃
針
が
欠
如
も

し
く
は
明
碗
化
さ
れ
て
い
な
い
弱
点
が

存
在
し
、
論
争
が
、
社
学
同
、
マル
学
}

岡
双
乃
に
よ
る
お
ゐ
い
の
戸具
体
的
に

小
せ"
と
い
う
野
次
が
小す
よ
う
に
、

抽
象
的
な
ア
.ンテ
イ
ノ
コン
に
終
始
し
一

藁

あ
った
.

[

 こ
の
口の
夕
、
原
水
禁
大
会
は
袴
会
}

党
、
総
謬
系
の
不
参
加
の
中
に
開
会
式
一 禁

・.八'ヤ訓には
弱
ウ、・にた
ん

'目

撫
系
に
ヘゲ
モ
.一-
冷
握
ろ
3ーた
と
は

言
え
、
1接
的
に
は
へ
P
込
讐
こ
と
が

出
襲
」,(か
つた
。
一矯う
レ
た
後
瞭
の
想

い
結
末
に
、
'
h
の
冥
侭
禁
左
会
に対

す
る
指
導
庁
針
が
、
直
譲
的
に珍
知
す

る
の
か
し
な
い
の
か
げ.戦
優
漏とし
て

明
確
化
し
お
ら
ず
、
参
煽
す
ろ
に
しろ

具
体
的
直
接
的
に
対
処
す
る
庁針
と
し

て
、
当
然
不
戊
凱
を
予
想
き
れ
た分
散

会
に
な
だ
れ
込
む
と
い
う
一っ
の庁
針

し
か
提
起
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こと
に

起
因
す
る
だ
ろ
う
。

広
島
で
の
集
会
に
お
い
て獲
得
さ
れ

た
全
学
連
統
}へ
の
ワ'ン
ス
チ
ヴプ
は

九
月
の
統
胃仔
動
お
よ
び
令白
代
の戊

功
裡
の
現
案
化
に
よ
っ
て
は
じめ
て
評

価
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
し
、皿
和
運動
に

対
す
ろ
対
処
の
不
葛
点
は
今
後
の岡

争
、
特
に
憲
法
改
悪
阻
出闘
争
にお
け

る
労
働
滑
国
民
と
の
共闘
、す
なわ
ち

大
衆
的
反
権
力
組
織
の
編
戊
と
いう
大

き
な
課
題
を
残
し
た
。
九
月以
降
か
ら

の
闘
争
の
当
面
の
閥
題
と
し
て
、橿
力

側
は
顎
水
禁
大
会
の
分
裂
(社共
の対

荏
げ
と
そ
れ
に
伴
う
ザ
和
勢
η
の未
組

織
化
に
乗
っか
っ
て
一層
は
げ
し
い反

動
攻
勢
を
か
け
て
く
る
だ
ろ
う
し、
民

荏
H
統
一派
は
.原
水
禁
大
会
の
戊
功

(共
.厘党
か
ら
み
た
)
に
気
を
よく
し

て
一層
強
気
に
反
全
学
連
再
建
に奔
逢

す
ろ
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
また
反
戦

が
開
か
れ
菱

こ
の
と
き
開
毒

冤

・に
参
加
し
な
か
.
た
婁

〔彼

を
ゐ
拠
し
た
でル
同
中
核
派
二
百
名
が
}ら
は
日
埃
と
の
力
関
係
ヒ
褻
禁
大
会

機
動
隊
の
実
力
憂
に
毒

奨

さ
笠
に
力
を
津
ぎ
曹

ら
れ
た
が
こ
の
機
動
隊
の
実
力
行
使
が

民
瀞
系
代
澱

の
要
訪
に
よ
り
行
な
わ

れ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
恥
件
が
ブ
ル

新
によ
って
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
一

一般
ノ
ン
ポ
リ
層
か
ら
〃為
翼
か
ら
全
学

罪

と
い
う
キ
セ
ソ多

レ
き

、
一

元
的
に
と
ら
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を

付
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

府
響
巡
の
原
水
禁
大
会
に
対
す
る
方

針
と
し
て
は
、
分
散
会
が
開
か
れ
た
な

ら
ば
そ
の
噌
つに
参
加
し
て
、
イ
デ
オ

ロギ
ー
的
に
そ
の
分
散
会
の
ヘゲ
モ
ニ

ー
を
握
り
、
動
興
さ
れ
て
い
る
下
部
先

進
的
労
働
者
を
獲
得
す
る
と
い
う
こ
と

であ
った
が
、
大
会
は
納
局
予
想
さ
れ

た
よ
う
に分
裂
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
分

散
会
は
夷

卜
開
か
れ
な
か
った
。
そ

のた
め
反
戦
炎
ムと
し
て
は
伺
日
午
後

一時
か
ら
、
広
極
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
八
J堀
か
ら
平
和
公
閲
に
鯉
る
コー

スを
デ
モす
ろ
戦
術
を
と
った
。
し
か

し
デ
モは
機
動隊
の
は
げ
し
い
爽
刀
行

使
に
より
、
多
大
の
犠
牲
者
を
出
し
あ

一っけ
な
い幕
切
れ
と
な
って
縞
局
原
水

i
独
貞
の
集
会
を開
い

鷲
繍
縣
熱
鮪

「の
評
価
を
め
ぐ
る
論
争
な
ど
も予
想
さ

}れ
灘
ゼ

塞

肇

対
処
す
る

一た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
行
動
上
の統
一

㎜き

りに
深
い
理
爵

争
が
行
なわ
れ

へな
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
.
中
ソ
輸

　

・

一灘
醐
鰭
簑
講

国
民
運
動
の
根
本
的
再
検
肘
な
ど
が後

者
の
煎
要
な
問
題
に
な
る
が
、
こ
れら

を
抜
け
て
通
る
こ
と
は
大
き
な
襖
り

だ
。
そ
の
よ
う
な
将
來
的
な
展
望
を
一

人
一人
の
橋
動
家
に
迫
っ
た
反
戦
集会

」で
あ
った
。

電
話
番
号
変
る

八
月
四
H
か
豊
只大
の
竃
,,番
号
が

.変
わ
った
、
大
代
衷
が
師
八
}
一
一で

[あ
る
。
な
お
、
従
来
の
卯
四
二
噌=
に

相
当
す
る
番
号
は
廃
止
さ
れ
、
賓
の
一

本
に
統
合
さ
れ
た
。.

・


